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中学生 の 運動 ・ス ポ ー ツ とジ ェ ン ダ ー 意識

一 ジ ェ ン ダー と して の 「身体性」 の 視点か ら一

羽 田野 　慶子 （東京 大学大学院）

1，本研究の 目的

　 バ トラ
ー

に代表 され るポ ス トモ ダ ン ・フ ェ ミニ

ズ ム は、セ ッ ク ス
〒生 物学的性／ ジ ェ ン ダ

ー＝社

会的・文化的性 とい う従来の 捉え方を批判 し、二 項

対 立的なジ ェ ン ダー
とい う問題構制 が 、

セ ッ ク ス

を含め た身体 レ ベ ル の 性差を構成 して い るとい う

新た な知見 を もた ら した。こ こ で 、ジ ェ ン ダー
研

究の新た な問題領域 として浮上 して くるの は、「身

体性 」 にかかわる諸問題で あ る。　 「身体性」 に か

か わる問題領域は、出産 ・生殖や買売春問題 な ど

セ ク シ ュ ア リテ ィ に か か わるもの 、摂食障害 ・
服

飾など身体イ メ
ー

ジにかかわ る もの など多岐に わ

た るが 、こ こ で は 「身体性 」 をめ ぐる
一

側面 とし

て と く に 運動 ・ス ポーツ を 取 り上 げる。

　運動 ・ス ポ ー
ツ とい う問題領域は 、

一
般に そ こ

で の 男女差が 生物学的性葦に よっ て 説 明 で きると

思われ て い る領域の
一

つ で あ る （上野 1998）。 し

か し、　 「ジ ェ ン ダーが セ ッ ク ス を措定する 」 と い

うさき の 知見に従えば 、 運動 ・ス ポーツ とい う領域

にみ られ る男女差もまた、文化 ・社会 的 レ ベ ル に

おけ る 二 項対立的なジ ェ ン ダーを反映 した もの で

あ り、か つ そ こ に 生み出され た性差が さらに二 項

対立的なジ ェ ン ダー
を構成 し、補強す る機能 を有

するもの と捉 え る こ とが で きる。

　本研究で は、人間形成 ない し社会化の 途上 に あ

る中学生 を 対象 と し、彼 女 ら／彼 らの 運 動 ・ス ポ

ー
ツ へ の か か わ り方 とジ ェ ン ダー観との 関係につ

い て考察する。そ の 際、運動 ・ス ポ
ー

ツ にお ける

ジ ェ ン ダー ・ギ ャ ッ プを、所与の もの と して で は

な く、形成 され て きた／形成され つ つ あるもの と

して 捉える こ とを前提 とする。そ の うえ で、運動 ・

ス ポーツ にお けるジ ェ ン ダ
ー ・ギ ャ ッ プ及びイ ン

トラ ジ ェ ン ダー・デ ィ フ ァ レ ン ス （性 内分化）を 、

他の ジ ェ ン ダーに か ん する意識
・
行動 との 関連 を

見 る こ とに よ っ て、そ の 連関構造を明 らか にする

こ とを 目的とす る。

2．研究方法

　本研究に お い て分析対象 として用 い るの は、98

年度 に行 っ た都内公立中学二 年生を対象と した質

問紙調査 （サ ン プ ル 数912名 、 以下 「98年度中学生

調査」 と記す。）と、99年度か ら2000年度にか け

て 行 っ た都内公立 中学三年生 を対象と した イ ン タ

ビ ュ
ー

調査 で ある 。 なお 、 質問紙調査 は 西 島央 ・

藤 田武志 ・矢野博之
・荒川英央 との 共同研 究 で あ

り、イ ン タ ビ ュ
ー調査 は矢野博之 との 共同研究の

一
環 と して 行 っ た も の で あ る。

3 ．中学生の運動 ・ス ポー
ツ におけるジェ ンダー・ギ

ヤッ プ

　まず は じ め に、質問紙調 査 の 結果 か ら、中学生

の 運動・ス ポ
ー

ツ にお い て どの よ うなジ ェ ン ダ
ー・

ギ ャ ッ プが存在す る か を確認する。98年度中学生

調査 で は、運動 ・ス ポ
ー

ツ にかんす る質問項 目と

し て 、運動 ・ス ポ ー
ツ 全般 へ の 志向性 に か ん す る

質問と、部活動に か んする質問 を用意 した。 こ こ

で はまず 、それぞれ の質問項 目の 結果を概観する

こ とに よ っ て 、中学生の 運動 ・
ス ポー

ツ に お け る

ジ ェ ン ダー・ギ ャ ッ プ を確認す る．

（1）運動 ・
ス ポーツ全般 へ の 志向性 にか ん して

　 まず、運動能力 の 自己評価を男女別に 見 る と、

運動が 「得意」 と答 えた者 の 割合 は、男 子 で は 約

半数 を占めるの に対 し、女子 で は 1 ／3 強に とどま

っ て い る （「得意」　 「得意とふ つ うの 間」 と答え

た者 の 合計。男子 51．4°
／。、女子 35．1％）。ちな

み に、学業成績の 自己評価に お ける男女差は ほ と

ん ど見 られない 。また、　 F運動が嫌い である］ と

答 えた者 の 割合 は、男子 15．7％に対 し女子 33．5％
で あ り、女子 が男子 の 約2倍に 及 ん で い る。

　さらに 、 「ス ポーツ観戦が好き で あ る 」 、 「将

来 ス ポ
ー

ツ選手になれ る と思 う」 、　 「ス ポーツ 少

年団などに参加 した こ とがある」 とい っ た項 目に

お い て も、女子 よ りも男子 が有意に肯定的な 回 答

を示 し て い る。こ れ らの 結果を総合す ると、運動

能力に対す る 自信 、 直接的 ・間接的なス ポーツ経

験の 量 など、運動 ・
ス ポーツ全般に対す る接触や

志向の 度合 い に お い て 、男 子 の 方 が女子 よ り も常

に 高 い とい うこ とが わか る。

（2 ）部活動に か ん して

　次に、中学生に とっ て の 運動 ・ス ポ
ー

ツ 活動 の 中

で もっ とも大きな比重を占め ると考え られ る部活

動に お けるジ ェ ン ダー・ギ ャ ッ プを確認す る。
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　 まず、部活動へ の 参加を見ると 、 男女とも約 9

割がなん らか の部活動に所属 して い る （男子

90．8％、女子 91．2％）。ただ し、そ の 内訳 をみ る

と、 男子 の 8割以 上 が 運動部に所属し て い るの に対

し、女子は運動部と文化部の割合がほぼ半 々 にな

っ て お り、運 動部 へ の所属率 とい う点では大きな

男女差がある こ とが確認 で き る （男 子 83．5％、女

子49．1％）。

　 さら に、部活動 へ の コ ミ ッ トメ ン トの 内実にか

かわる項目に つ い て検討す ると 、 次 の ような結果

が 得 られた 。 まず、　「部活動にカを入れ て い る j
の は、運動部 に所属する者の方が 文化部 よりも約2

割多い が （運動部76．6％ 、 文化部56．8％）、男

女差は 見 られ ない 。次に、運動部所属者が部活動

の どうい っ た と こ ろ に 楽 しみ を見出して い るか と

い う点 に つ い て 見 て み る と、男子 は 「練習や活動 」

を挙げ る者が多 い の に対 し（男子42．2％、女子 34．
4％）、女子は 「友だ ちと の お しゃ べ り」 を挙げ る

者が多い （男 子 27．0％、女子 42．1％） とい う違
い が見られ た。

　以 上 の 結果 よ り、 中学生 の 部活動参加に つ い て

ま とめると、  男子 は運動部 に所属するもの が大

半を占 め て い る が 、女子 は運動 部／文化部 の 割合

が半々 で あ る、  運動部の ほ うが部活 へ の コ ミ ッ

トメ ン トの度合い が高い が、  運動部男子は練習

や活動その もの に意義を 見出 して い るの に対 し、
運 動部女子 は そ こ で 得 られ る友人関係に価値 を見

出 して い る者 が多い 、とい うジ ェ ン ダ
ー・ギ ャ ッ プ

が存在するとい える。

4 ．中学生 の ジェ ンダー意識

　（D　 「ジ ェ ン ダー
意識 」 概念に つ い て

　 次に、中学生がジ ェ ン ダー
に関 して どの よ うな

意識をも っ て い る か に つ い て 概観す る 。

　 本研究で は 、
ジ ェ ン ダーに か んするさま ざまな

意識を包括的に示す概念として 、 「ジ ェ ン ダー
意

識 亅 とい う語 を用 い る こ ととす る。 「ジ ェ ン ダ
ー

意識」 に は 二 つ の レ ベ ル が ある。ひ とつ は、社会

における男性 ／女性の 位置 関係 を
一

般的に どの よ

うな もの と して捉 えて い る か とい うレ ベ ル で あ る。

も うひとつ は、個々 人が男女どちらか の 性 別 を 「持

つ 」 こ と に よ っ て経験的に形成され る、自己の性

別 に対す る飼人的意識 の レベ ル で あ る 。 こ こ で は、

前者 を 「対社会的ジ ェ ンダー意識 ｝ 、後者 を 「対

自己的ジ ェ ン ダー意識 1 と呼ぶ こ と とす る 。

（2）中学生 の 対社会的 ジ ェ ン ダー意識

　本研究 で 対社会的ジェ ン ダー
意識 の 項 目と し て

用意した 5つ の項目につ い て 、肯定的な回答を示 し

た者 の 割合を男女別に集計 し た結果は次 の 通 りで

ある。

a．男は女よ り体力 が ある （男子 78．3、女子87．2）

b．男は女よ り頭が よ い （男子 17．5、女子 19．0）
c．男は 仕事、女は家庭 （男 子 46．3、女子 29．7）

d．恋愛は男性主導 で ある （男 子 62．5、女子 59．4）

e．運動が得意な人 はもてる （男子 58．0、女子 35．
1）

　 以 上の 結果か ら、中学生 の 対社会的ジ ェ ン ダー

意識 は、  知的能力 の 男女差を認 める者は 比較的

少ない が 、体力における男女差を認 める者 は約 8

割に の ぼり、そ の 傾 向は女子 の ほ うが強い 、  伝

統的な性別役割分業観を受 け容れ て い る の は 女子

より男 子 の ほ うが 多い が それ で も半数に満たず、
一

方 中学生 に とっ て よ り身近な性役割観で あ る男

性主導の 恋愛観は男女 とも約6割が受け容れ て い

る、  男 子は運動が得意で ある こ とが異性 へ の ア

ピー
ル にな る と考える者が多い 、とま とめ る こ と

が で きる。

（3） 中学生 の 対 自己的ジ ェ ン ダ
ー
意識

　対自己的ジ ェ ン ダ
ー
意識 の 各項 目に つ い て 肯定

的な回答を示 した者 の 割合は 次の とお りである 。

f．自分は女 （男）らしい （男 子44．6、女子 28．0）

g．性別 で損を し た （男子 33，2、女 子 64．2）
h．異性に負けた くない （男子57．9、女子51．5）
i．生まれ変わ っ て も今の性別が よい （男子 83．7、
女子46．7）

　以上 の 結果をまとめ る と、男子 は概 して 自己 の

性 別 を 受け容れ て い る の に対 し、女子 は自己 の性

別 に対する 不満や不適応 を感 じ て い る者が多い と

い える。

5 ．運動 ・ス擢一ツ へ の 志向性とジェ ンge−一意識の関

係

　運動能力 の 自己評価、及び所属部活動 （運動部

／文化部）によるジ ェ ン ダー意識 の 違い につ い て

は 、性別役割分業観 、 恋愛観、性別適合度 （「男

ら
，
しい 」 と思 う）等 の 項目にお い て 、男子 で は全

般 に正 の 関連が強い こ とが 明らか に な っ て い る。
一

方 女子 の 場合 は
、

一
部錯綜し た 関連性が見出さ

れ て お り、
こ の 点に関し てはイ ン タ ビ ュ

ー ・デー

タ に よ る補足 を加 えて解釈する こ とが 必要 で ある。
運動 ・ス ポーツ とジ ェ ン ダ・一

意識 の 全体的な関

連性、及び質的データ と の 接合をふ まえた考察に

関 して は 、当日配布 レ ジ ュ メ を参照され た い。
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